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本所では多くの研究室が様々な立場から破壊現象に関係のある研究を行って

いる.ここでは,主として材料の強度と破壊に関係する本所の研究の現状を

紹介し,材料科学の分野で本所が担うべき方向について若干の展望を試みる

1. は じ め に

本所の全研究室のうちで,半数近い研究室がなんらか

の形で破壊現象に関する研究を行っている.それは,樵

造物の強度に関する研究と,材料の強度に関する研究と

に大別することができる.本所における構造物の強度に

関する研究は ｢耐震構造学研究グループ (ERS)｣を中心

として多くの成果をあげてきた.一方,材料の強度に関

しても,材料力学 ･破壊力学の分野において本所は大き

な役割を果たしてきたが,金属学,機械工学等の分野に

おいても材料破壊に関係のある多くの研究が行われてい

る.

今日,材料科学の分野は目ざましい発展を遂げつつあ

る.先端素材といわれるように多種多様な新しい材料が

開発され,実用化されつつある.また,材料の用途は拡

大し,使用される環境も多様化し,かつ荷酷なものとな

りつつある.このような状況において,材料強度の研究

も既存の学問分野における研究ばかりではなく,それら

の間の学際的研究の発展が必要となりつつある.理工学

の総合的研究所としての本所が,材料科学の分野におい

て果たすべく期待される役割もこの方向にあると考えら

れる.

このたび,本所に発足した ｢破壊現象研究グループ｣

(FFRC)には,材料力学,材料物性学,金属材料学,応

用物理学等の分野から約25の研究室が参加している.こ

の共同研究は,固体材料の破壊現象を上述のような立場

から総合的に研究することを目標とし,破壊現象の力学

的研究,物理的研究はもとより,セラミックスや非晶質

等の様々な新素材の破壊機構の研究,破壊現象の計測手

段の開発研究,材料の使用環境の多様化に対応する耐環

境強度の研究,さらにコンクリー トや砂碑のような材料
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と構造物とを区別し難いものの強度の研究等,既存の学

問分野にとらわれない学際的研究によって大きな成果が

期待される多くの研究課題を含んでいる.

この調査報告は,｢破壊現象研究グループ｣の発足に際

して行われたアンケート調査をもとにしてまとめたもの

であるが,構造物,とくに耐震構造学に関する研究は省

かせていただいた.

2.本所における破壊現象関連の研究分野

一口にt破壊の研究 'といってもその中味は多様であ

り,対象とする現象,材料,さらにはアプローチの手法も

様々で,その全容を図式的に示すことは容易ではないが,

一応破壊に関する研究をく何々学 '的研究といった側面よ

り分類し,基礎から応用への観点を軸にその相互の関係

を大ざっばに示してみたものが図 1である.生産技術研

究所においては,図のほぼ全域にわたる研究が行われて

おり,また現在直接には関係なくとも将来における破壊

研究への結び付きが期待される研究分野も少なくない.

ここでは便宜的ではあるが,図におけるl何年学 'を軸に

して,生産技術研究所における破壊関連研究分野につい

て述べる.関連する研究室名を括弧内に示す.

破壊力学的研究 この立場からの研究は最近におけ

る破壊研究の一つの核の役割を果たしてきており,生産

技術研究所においても北川英夫名誉教授1)を中心として

多くの成果をあげてきたが,現在もこの立場よりの研究

はきわめて活発である.すなわち,破壊力学パラメータ

に関する基礎的な研究 (川井,渡辺,結城)はもとより,

その対象とする現象は脆性一延性破壊,疲労破壊,環境

下における破壊等,およそき裂の関与する現象のほとん

どすべてに及んでいる (渡辺,結城).

また,破壊力学研究とは若干異なるが,独自の解析モ

デルあるいは理論を駆使しての材料力学的立場からの強

度研究も盛んである.すなわち,剛体-バネ ･モデルに










